
News release 

 

地上デジタル放送が
 

 

ボーダフォン株式会社（本社：東京都港区、社長

向け地上デジタル放送を受信し、移動体通信と放

た。 

 

今回開発した試作機は、日本のモバイル機器向

による映像の受信再生や、デジタル放送の特長

るデータ放送の表示にも対応しています。また、

を視聴しながらメールやウェブを確認できる画面

 

ボーダフォンでは当試作機を利用して、放送番組

イズ番組やアンケートへの参加などの通信を使

サービスについて携帯電話の操作性も含めて検

始に合わせた対応携帯電話の投入を目指すとと

 

なお今回開発した試作機は、今月２６日（木）から

成果などを一般公開する「技研公開２００５」に出

グローバルハウスでも、来月１日（水）から９月２５

 

 

※１ モバイル向けの放送で使用される、動画のデジタル符号化

※２ ARIB（社団法人電波産業会）で策定された、デジタル放送向け

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 Vodafoneおよびスピーチマークデバイスは、Vodafone Gro
 ボーダフォングループは、世界２６か国で約４億１６４０万人
か国の事業者と提携して世界をリードする携帯電話会社です

 

 
 
                               

ボーダフォン株式会社 
〒105-6205 東京都港区愛宕 2-5-1 
www.vodafone.jp 

 

２００５年５月１２日 

Ｎｏ．０５-００３ 

 

受信できる携帯電話を開発 

：ビル・モロー）は、シャープ株式会社、ＮＨＫと協力し、モバイル

送の融合サービスを実現する携帯電話の試作機を開発しまし

け地上デジタル放送の規格に準拠しており、Ｈ．２６４／ＡＶＣ※１

の一つであるＢＭＬ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ Ｍａｒｋｕｐ Ｌａｎｇｕａｇｅ）※２によ

約２時間のデジタル放送の視聴を実現しており、デジタルテレビ

の複数分割表示機能も搭載しています。 

の補完情報や付加情報を通信経由で提供するサービスや、ク

った放送番組との連動サービスなど、通信と放送の融合による

証します。さらに今後、モバイル向けデジタル放送のサービス開

もに、より魅力的なサービスの開発を進めてまいります。 

２９日（日）まで開催されるＮＨＫ放送技術研究所の最新の研究

展されます。また、現在愛知県で開催されている「愛・地球博」の

日（日）まで出展される予定です。 

技術であり、高い圧縮率でデータ量を少なくしつつ鮮明な画像を保てる技術。 

のコンテンツ言語。動画、音声の双方向性やインターネットとのリンクを提供する技術。 

以 上 

up Plcの登録商標または商標です。 
以上の加入者（２００４年１２月末現在、出資全子会社の合計加入者数）を持ち、さらに１４
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